
1 

 

【報告事項】地域活動に関する意識調査報告書について 

 

平成３１年１月２４日  

地域政策課  

 

１ 調査の概要 

 別紙「熊本市北区地域活動に関する意識調査結果報告書（以下、「報告書」）の１ページを参照 

 

 

２ 調査結果から見えてくること 

 

番

号 

分 析 アンケート結果 

１ 住民に最も身近な地域団体は町

内自治会。 

 

①「地域には、町内自治会をはじめ、様々な団体がありますが、

どのような団体と関わりがありますか。（複数回答可）」という

設問の結果、「町内自治会」の割合が最も高い47.3％。（Ｐ

20） 

２ 地域活動の意義、役割、普段何

をやっているのか、といった基

本的な情報に関する認知度が低

い。 

 

②「町内自治会に加入していますか。」という設問の結果、「わか

らない」が全体で11.3％。年齢が低くなるにつれ「わからな

い」の割合が高くなっており、２０歳代は29.6％。（Ｐ41） 

 

③「町内自治会についてどう思いますか。（いずれか１つ）」とい

う設問の結果、「わからない」の割合が17％。年齢が低くなる

につれ「わからない」の割合が高くなっており、２０歳代は

39.1％（Ｐ58） 

３ 年齢が高いほど、地域活動への

参加・関わりが高い傾向にあ

る。 

④「町内自治会の行事や活動等にどの程度参加していますか。」

という設問の結果、年齢が高くなるにつれ「参加していない」

の割合が低くなっており、２０歳代の69.8％に対し、６０歳

代は32％。（Ｐ47） 

 

⑤「今後、町内自治会の役員や活動の手伝いを頼まれたら、どう

しますか。」という設問の結果、年齢が高くなるにつれ「積極

的に役員・手伝いを引き受ける」、「どうしてもと頼まれれば役

員・手伝いを引き受けてもよい」の割合が高くなっており、

20歳代がそれぞれ2.9％、9.1％に対し、６０歳代はそれぞ

れ4％、22％。（Ｐ86） 

 

⑥「再度、地域団体の役員を引き受けても良いと思いますか。」

という設問の結果、年齢が高くなるにつれ「積極的に引き受け

たい」、「引き受けても構わない」の割合が高くなっており、６
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０歳代はそれぞれ1.7％、29％（Ｐ92） 

 

⑦「地域活動に関わっていますか。」という設問の結果、年齢が

高くなるにつれ「関わっている」の割合が高くなっており、２

０歳代の13.7％対し、６０歳代は42.3％。（Ｐ102） 

 

⑧「地域活動に関わりたいと思いますか」という設問の結果、年

齢が高くなるにつれ「思う」割合が高くなっており、２０歳代

の15.6％に対し、６０歳代は28.7％（Ｐ104） 

 

４ 市民の防災意識が高い。 ⑨「お住まいの地域で取り組むべき課題はどんなことと思います

か。（複数回答可）」という設問の結果、「防災・防火、災害時

の対応」が最も高い42.9％。（Ｐ36） 

 

⑩「今まで、町内自治会に加入していて良かったと感じることは

何ですか。（複数回答可）」という設問の結果、「近隣住民との

交流がある」が最も高い49.8％で、次いで「災害時の助け合

い、情報の共有ができている」の28.9％。（Ｐ49） 

 

⑪「町内自治会が必要だと考える理由は何ですか。（複数回答

可）」という設問の結果、「災害時等には、地域住民間の助け合

いが重要だと思うから」と回答した割合が最も高い75.7％

（Ｐ60） 

 

⑫「必要だと考える活動は何ですか。（複数回答可）」という設問

の結果、「災害時の助け合い」が最も高い64.1％。（Ｐ64） 

５ 町内自治会加入率を向上させる

ためには、地域活動の意義、役

割等の説明も含めた、単純な勧

誘の声掛けが効果的。 

 

⑬「町内自治会に加入していない理由は何ですか（複数回答

可）」という設問の結果、「加入を勧められていないから」が

28.6％で最も高く、次いで「特に理由はない」が24.9％であ

った。（Ｐ53） 

６ 「役員」として地域活動に協力

してくれる住民が一定数いる。 

 

⑭「今後、町内自治会の役員や活動のお手伝いを頼まれたら、ど

うしますか。」という設問の結果、「積極的に役員・手伝いを引

き受ける」、「どうしてもと頼まれれば役員・手伝いを引き受け

る」、「役員手当てがあれば引き受けても良い」、「書類作成など

なら引き受けても良い」、「イベントや行事の準備等、一時的な

お手伝いなら引き受けても良い」の割合を合計すると56.1％

で、「役員もお手伝いも断る」の割合は15.8％。（Ｐ85） 

 

⑮「再度、地域団体の役員を引き受けても良いと思いますか。」

という設問の結果、「積極的に引き受けたい」は1.6％、「引き
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受けても構わない」は27.7％。（Ｐ97） 

７ 地域活動に「お手伝い」として

協力してくれる住民が一定数い

る。 

 

⑯「町内自治会等の地域団体にどの程度協力できますか。（複数

回答可）※町内自治会は必要だと思う、必要だと思うが最低限

の活動に縮小すべきと回答した人のみ」という設問の結果、

「役員への就任」の割合は5.3％、「スポーツ大会や夏祭り等

のイベントにスタッフとして参加」の割合は11.7％、「ボラン

ティア清掃等の活動に参加」の割合は44.3％で「協力はした

くない」の割合は、わずか4.9％。（Ｐ69） 

 

８ 「現役の女性自治会長」の割合

は低いが、「役員の経験者」の

割合は男性より女性のほうが高

い。 

 

⑰「問５に記載されている地域団体の役員になったことはありま

すか。」という設問の結果、「ある」と回答した割合は、男性が

26.3％、女性が32.7％。 

※女性自治会長の割合は約6％（2017年時点） 

 


